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図 1:状態密度に寄与できる領域hybridizationは存在しない場合｡(al)antinodal方向､
(a2)nodal方向. hybridizationが強い場合.(bl)antinodal方向､(b2)nodal方向｡
るohybridizationが零の極限では2つの1次元的フェルミ面が独立にDOSに寄与するo
まず磁場がノードと45度傾いた方向にかけられた図1(a)の左側の状況ではフェルミ速度
と磁場が平行なためにドップラー効果はないのに対して､右側では4つのノー ドがDOS
に寄与できる｡これに対して図8(2)に示したように磁場をノー ド方向にかけた場合は図
2(a)の左側でも右側でもすべてのノー ド(8つ)がDOSに寄与できる｡ただし強度は1作
倍小さくなる｡その結果､ノー ド方向にかけたほうが ドップラー効果が強く効いてDOS
は大きくなるOこれに対してhybridi2;ationが十分に大きくなるとDOSに寄与するノード
は磁場をノー ド方向にかけたときは4､45度傾けたときは8あるが強度は1作倍小さくな
る｡その結果､ノー ド方向にかけたほうがドップラー効果が弱く効いてDOSは小さくな
る｡また熱伝導度の磁場方向に対する依存性もこの1次元から2次元に交叉するときに大
きな変化がみられ4回対称性は非常に弱められる｡我々の計算に基づけば､熱伝導度の実
験がVerticalノードモデルを排除するとは決していえないと思われる｡また軌道の効果を
考慮にいれない準古典近似の従来の解析でノー ドの位置を決定するのは非常に危険である
ともいえる｡この研究は電気通信大学黒木和彦氏､神奈川大学田沼慶忠氏､産総研柏谷聡
氏との共同研究である｡【6〕
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